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世界に先駆けて我が国が経験している「超高齢化」は，従来の死亡率モデルでは十分に
捉えきれない新たなリスク―長寿リスク―を伴って進展している．このような長寿リスク
に対処するために，Lee and Carter (1996) によるパイオニア的な統計モデルを端緒とし
て，様々な確率的死亡率モデルが提案されている．
本講演では，確率的死亡率モデルを状態空間モデルの枠組みで捉え，ベイズ理論の立場
から死亡率の予測モデリングを考察する．さらに，Kogure and Kurachi (2010), Kogure,

Li and Kamiya (2014)によって議論された，最大エントロピー法によるベイズ予測分布
のリスク中立化法を概観し，長寿リスクの経済的評価への応用例を提示する．
最近では，長寿化に伴う介護リスクの増大も懸念されている．そのような介護リスクの
顕在化を念頭に，Kogure, Fushimi and Kamiya (2019)で提案された要介護度別死亡率の
ベイズ予測モデリングについても述べたい．
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